

























｢幼にしては父に, 嫁しては夫に, 老いては息子に｣ という日本の言い回
































さて, 日本語の ｢サンジュウ｣ は中国語の ｢三從｣ に由来する語であ
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り, ｢幼にして父に, 嫁しては夫に, 老いては子に從ふ｣ という言葉とと




ということが語られていて, 特に日本製 ｢仏教文献｣ で女のサガ (性) に
言及する文章に ｢サンジュウ｣ とう語がよく見られる｡ 究極の根源が








の中に, 日本語の ｢サンジュウ｣ とそっくり同じ表現が
あるのであろうか｡ もしあるとすれば, 日本文化圏とインド文化圏を結ぶ





(dharma) を提示することである｡ 神聖な知識 (veda) を身につけたり神々
に供物を備えることが正しい行動であるのと同じように, 借金を返済した







いるのは, 負債の不支払い, 保証金, 共同経営者の関係, 賃金の不払い,
土地の境界など, 15の重要な項目である｡
これに続く 『マヌ法典』 の第９章は ｢妻の保護｣ の説明で始まり, 一生
にわたって妻を保護下に置く必要が強調され, 詳細な婚姻論議を終える際



































家長に養われている｡ したがって, 家長の生活が最も優れている｣ と言わ
れている (3.78)｡







こういうわけで, 将来いつか妻になる女 (娘), 現に妻である女 (妻),






































確かにこれだけを見ると, 日本人に眼には ｢サンジュウ｣ とそっくり
同じ表現と写るかも知れない｡ しかしながら, これは ｢妻の義務｣ が記さ


















婦の生活｣ を取り上げた箇所に見える言葉である｡ この条項の後には ｢女
の保護｣ を規定する条項が数多く続く｡ そして, ｢人生の成長過程で, 父
と夫と息子という三人の男は, 女を保護しなければならない｣ という旨の























































保護することを義務づけられている｡ そして, ｢妻と夫の義務｣ を規定す
















































『マヌ法典の家族法』 第３章第１節で, 田辺は 5.147と 9.3を引用して,






ところが一方で ｢夫婦の義務｣ については, 9.102に加えて 103を引用





｢夫婦の義務｣ には何の興味もなく, これと ｢夫に服従の義務｣ との関連
については何の関心もない｡
義憤に駆られた者の眼には ｢女に対する不当な扱い｣ しか眼に映らない｡









インド古代の文献 『マヌ法典』 の中で, 長い一生で女が父親と夫と息子
に頼ることは, ｢男の義務｣ と対になっている｡ 幸せな家族生活を保障す
る要因として, 肯定的に提示されているのである｡ 父親や夫や息子を当て
にすることは, ｢男の義務｣ に対応する ｢女の義務｣ である｡ これは人間
世界の決まり (dharma) にすぎず, 日本のサンジュウとは違って, 先天
的に女の心に染み付いた罪ではなく, ｢輪廻轉生｣ の苦しみからの解放を
妨げる要因などではない｡ 田辺の思い込みとは逆に, 『マヌ法典』 に見ら
れる ｢女が三人の男に保護されること｣ は, 日本文献に言われるサンジ









とまでは言い切っていない｡ ところが田辺の ｢発見｣ 以来, 古代インドの
法典にサンジュウとそっくりの記述があることに日本の知識人を眼が向










れない｡ そして, 中国語訳で伝わる数多くの仏教経典の中で, そのような





























































たのは, 『マヌ法典』 に規定される生活と縁を切った人々である｡ サンガ









ていた心はそれに侵入する｡ こうして胚 (kalala) が発生して, それが次
第に成長し, やがて体外に出て誕生となり, 新しい生涯が始まる｡ この
｢心の移転｣ のプロセスはいつまでも繰り返され, 止まることがない｡
シヴァやヴィシュヌを最高神とする正統派にとっても, 異端派の仏教に
とっても, ｢心の移転｣ はインド人に共通の基本的な考えである｡ 正統派
の基本書である 『マヌ法典』 で ｢受胎後８歳に入門式を行う｣ などと言わ
れ (2.36), 年齢計算の起点が受胎とされているのも, ｢心の移転｣ でもっ
て新しい人生が始まると考えられているからである｡
人間または動物が何かの ｢行い｣ (karman) をすると, その度にエネル
ギー () が発生して, 心の最も深い部分に蓄えられる｡ これを蓄え
たまま, 心は次の身体に移動するのである｡ 次々と心が移転するうちに,








のを消滅させることである｡ こうして ｢心の移転｣ の停止に成功した人は














































ところが, クマーラジーヴァの訳文 ｢女人身有五障｣ (女人の身に五障
有り) を読んだ日本人の法然 (11331212) は, ｢女人は過多く, 障り深し｣
という対句を作った｡ 法然にとって, 人間の心にかかわるトガ (過) と並
んで, サハリ (障) は女の心に内在する欠陥なのである｡
｢女身｣ という語に代わって ｢女人｣ という語が用いられているこから
も分かるように, 女の身体に言及するクマーラジーヴァの ｢障｣ と違って,
法然の用いる ｢サワリ｣ という語は, ｢トガ｣ とともに, 女の身体に言及
して用いられる語ではない｡ こうして, 仏教文献で話題にされた ｢女の身
体に特有の不利な点｣ (
･




トガが多くサハリが深い日本の女は, ボンテン (梵天/ブラフマン) や
タイシャクテン (帝釋天/インドラ) などになることさえできない｡ まし
てや, 女がブツになることなど, 口にするのが憚られ, 考えるのも恐ろし
いくらいである｡
天上天下のなほ賤しき生死有漏の果報をうけ, 無情生滅の拙き身











のであった｡ それに, ｢心の移転｣ が眼中にない以上, 未来の人生で男の
身体に移動してやり直すという手もなかった｡ 仏教は体系として日本に伝
わっていないのである｡ したがって, 日本とインドを重要な構成要素とす
る ｢東洋文化圏｣ の実在など, とうてい認められない｡
３2 ゴシャウと共にサンジュウは女の宿命である
ところで, 人間の正しい行動を規定する 『マヌ法典』 で, ｢女の義務｣
は ｢男の義務｣ に対立するが, 日本のブッキョウ (仏教) でサンジュウ















弱点がある｣ と言う｡ この簡潔な文章は日本人に読み間違えられ, 女の心
に内在する欠陥を意味すると受け取られた｡ こうして, ｢女は生まれつき
罪深い｡ したがって, 全く救い難い｣ という有名な命題が成立して, 1000
年以上にわたって, 女を苦しめることが正当化されたのである｡
日本文献には ｢ゴシャウノツミ｣ という表現が見られ, シャウはツミ
の特殊形態とされる｡ そして, 光を遮る雲や霞に比せられて, 払うべきも
のと見なされる｡ さらに, ゴシャウノクモ (五障の雲) またはカスミ









晴れ難き, 春の夜のひと時, 胡蝶の夢の戯れに, いでいで (さあ
さあ) 有様見え申さん｡｣
(42)
｢女人身有五障｣ という文は, 女に対する ｢仏教｣ の基本的立場を示す




うして, 『妙法蓮華經』 の権威のもとに, 女の人格的欠陥を規定する日本
独自の新法則が確立し, 日本文化の中に深く根付いていった｡
クマーラジーヴァが訳した 『妙法蓮華經』 にあるのは, ｢女人身猶有五
障｣ (女人の身, 猶, 五障有り) という言葉がある｡ ｢女の身体のままでは,
今もなお, 閉ざされていることが[この世に]五つある｣ という意味でり,
ここで ｢五障｣ と言っているのは, ブッダやインドラなど最も就くのが困
難な五つの地位である｡
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ところが, ｢心の移転｣ に親しんでいない日本人にとって, こういうこ
とは思いの外であった｡ ｢オンナ｣ (女) という語と ｢サハリ｣ (障) とい
う語から日本人が連想できたのは, オンナノサガ (女の性) であった｡
異文化文献の誤読を通じて, 日本人は ｢オンナノサガ｣ という表現の用
法を確立したのである｡ これは日本文化に起こった出来事であり, インド
文化の伝達もなければ, インド文化の発展でもなかった｡
日本のゴシャウは逃れることができないサガ (性) であり, 自分で背
負うしかないツミである｡ これと並ぶサンジュウも, 女の置かれた絶望
的な状況の究極原因である｡ 『妙法蓮華經』 の記述を読み違えて, 日本人
は ｢ゴシャウ｣ について独自の論議を展開したのである｡ これは仏教と
関係がない日本独自の文化事象である｡ ましてや, 人間世界の約束事に言
及する 『マヌ法典』 に規定される ｢女の義務｣ などとは何の関係もない｡
日本の女が一生を通じて従うべき対象は三人いるとされ, ｢サンジュウ｣
と言われる｡ これが５項目の ｢シャウ｣ (障) と組み合わされて, ｢ゴシャ
ウサンジュウ｣ (五障三從) という表現がよく使われた｡ これは中国語文
献に先例があり, 経典に見られる唯一の例は 『超日明三昧經』 に見られ,
(43)
そこからの引用が窺基の 『妙法蓮華經玄賛』 (７世紀後半) に引用されて
いる｡
(44)








課せられる ｢サンジュウ｣ と女の心に内在する ｢ゴシャウ｣ とが並列さ
れ, 女の ｢フカキツミ｣ (深き罪) の原因とされた｡ ｢サンジュウ｣ も
｢ゴシャウ｣ も, 女にとって逃れられない宿命と考えられたのである｡
女人は障り重くして, 明かに女人に約せずは, 即ち疑心を生ぜむ｡










４ 女を差別する ｢東洋文化｣ に田辺は怒っている
オンナノサガについての記述など, クマーラジーヴァ訳 『妙法蓮華經』
のどこにも見当たらない｡ 訳者の用いた ｢障｣ という語を ｢成仏を妨げる
もの｣ と取るのは, 言うまでもなく読み間違いである｡ しかしながら, 千
年もの長きにわたって一つの民族集団が一致して続けてきた営みである以
上, この読み間違い自体が一つの文化事象である｡ 『妙法蓮華經』 を朗読
したり黙読したりしながら, 日本人は別の思いに耽っていたのである｡ そ
して, オンナノサガという独自の課題を追求することになった｡
『妙法蓮華經』 が読み間違えられた日本で, 妬み深さや浅はかさ, しつ
こさや愚かさなど, 女には固有のサガがあると考えられた｡ これは除去す
ることができず, どんなに頑張ったところで, 女にはジャウブツ (成佛)
する見込みがないことになる｡
このように, 日本で読まれた 『妙法蓮華經』 は, 日本文化の重要な構成
要素となり, 原文献を生み出した文化とは無関係に, 日本で日本文献とし
て機能してきた｡ ｢仏教が発生した国としても, わが国とインドは, 非常




















田辺の著書 『マヌ法典の家族法』 は, この言葉でしめくくられる｡ アシ
ョーカ時代のインドと20世紀の日本は, 農耕社会という点で共通点がある






りもない世界ではなく, 日本と ｢非常に関係が深い｣ 世界なのである。
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(50) 田辺, 『マヌ法典の家族法』, p. 300.
(51) 田辺の心に浮かぶ幻想は, 仏教で結び付いた ｢東洋文化｣ に留まらな
い｡ ｢ギリシャやローマ等でも, 女性は同様の服従を強いられた時代が
あった｣ という事実に言及する田辺は, ｢これも, アリアン人がヨーロ
ッパやインドに移住する以前から持っていた道徳であったからかもしれ




しかしながら, ヨーロッパに移住した ｢アリアン人｣ などという人種










である (cf. Abel Bergaigne, La religion 	
les hymnes du
Paris, 18781883)｡
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